
 
 

 

 

 

 

 

 

 

清和地区義務教育学校 

基本構想・基本計画 
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  【基本構想の位置付け】  
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目まぐるしく変化する予測困難な社会で生きぬいていく子どもたちを育むには、

学校教育の根幹となる教育課程もまた、地域や社会との接点を持ちながら、地域の

人々とのつながりの中で学んでいけるものとすることが不可欠です。「小・中学校学

習指導要領（2017 年告示）」の理念として「社会に開かれた教育課程」を据えてい

ます。そのポイントは次に示すものです。 

①よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共

有していくこと。 

②これからの社会を創り出していく子どもたちに必要な資質・能力が何かを明ら

かにし、学校教育で育んでいくこと。 

③地域と連携・協働しながら、目指すべき学校教育を実現させること。 
 
            （文部科学省「社会に開かれた教育課程」パンフレットより） 
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